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附属機関 令和８年４月１日現在

№ 附属機関名 所管部署 設置根拠 設置目的 委員構成

会議の公開

1 総合計画審議会 企画調整課 1 1

2 総務課 （規定なし） 1 1

4 行政不服審査会 総務課 1 1

8 防災会議 危機管理課 防災会議条例 1 1

■地方自治法第138条の4第3項に基づき設置する機関
「普通地方公共団体は、法律又は条例の定めるところにより、執行機関の付属機関として自治紛争処理委員、審査会、審議会、調査会その他の調停、審査、諮問又は調査のための機関を置くことができる。」

委員
定数

会議録の公開
（会議要旨含む）

公開し
ている

案件に
より公
開して
いる

公開し
ていな
い

公開し
ている

案件に
より公
開して
いる

公開し
ていな

い

総合計画審議会
条例

　市長の諮問に応じ、本市総合計画の調整その他そ
の実施に関し、必要な事項について調査審議し、そ
の結果を答申する。

16人以内

⑴　市政に関心を持つ市民
⑵　各種団体の代表者 
⑶　学識経験者
⑷　関係行政機関の職員

情報公開及び個人情
報保護審査会

情報公開及び個
人情報保護審査
会条例

　市長の諮問に応じ、次の事項について調査審議
し、その結果を答申する。
⑴情報公開及び個人情報保護制度における実施機関
の処分又は不作為に対する審査請求に関すること。
⑵会津若松市個人情報保護法施行条例の規定の改廃
に関すること。
⑶実施機関における個人情報の取扱いに関する運用
上の細則に関すること。
⑷情報公開制度の運用に関すること。

5人以内

行政不服審査会
条例

　行政不服審査法の規定により、審査請求事件につ
いて調査審議する。 5人以内

審査会の権限に関する事項に関し公正な判
断をすることができ、かつ、法令又は行政
に関して優れた識見を有する者

　防災会議は、次の各号に掲げる事務をつかさど
る。
⑴　地域防災計画を作成し、及びその実施を推進す
ること。
⑵　市長の諮問に応じて市の区域に係る防災に関す
る重要事項を審議すること。
⑶　前号に規定する重要事項に関し、市長に意見を
述べること。
⑷　前各号に掲げるもののほか法律又はこれに基づ
く政令によりその権限に属する事務

60人以内

⑴　指定地方行政機関の職員のうち市長が
任命する者
⑵　県知事の部内の職員のうち市長が任命
する者
⑶　県警察のうち警察官のうちから市長が
任命する者
⑷　市長がその部内の職員のうちから指名
する者
⑸　教育長
⑹　会津若松地方広域市町村圏整備組合消
防長及び市消防団長
⑺　指定公共機関又は指定地方公共機関の
職員のうちから市長が任命する者
⑻　自主防災組織を構成する者又は学識経
験者のある者のうちから市長が任命する者
⑼　前各号に掲げる者のほか、市長が特に
必要と認めた者
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№ 附属機関名 所管部署 設置根拠 設置目的 委員構成

会議の公開
委員
定数

会議録の公開
（会議要旨含む）

公開し
ている

案件に
より公
開して
いる

公開し
ていな
い

公開し
ている

案件に
より公
開して
いる

公開し
ていな

い

9 国民保護協議会 危機管理課 1 1

10 市民協働課 1 1

11 男女共同参画審議会 市民協働課 1 1

12 環境審議会 環境生活課 1 1

13 環境共生課 1 1

15 障がい者支援課 1 1

16 介護保険運営協議会 高齢福祉課 介護保険条例 1 1

武力攻撃事態等
における国民の
保護のための措
置に関する法律

市町村の区域に係る国民の保護のための措置に関し
広く住民の意見を求め、当該町村の国民の保護のた
めの措置に関する施策を総合的に推進するため。

50人以内

⑴　市長
⑵　指定地方行政機関の職員
⑶　自衛隊に所属する者
⑷　県職員
⑸　副市長
⑹　教育長及び消防長又は消防吏員
⑺　市職員
⑻　指定公共機関又は指定地方公共機関の
役員又は職員
⑼　知識又は経験を有する者

男女共同参画苦情処
理委員会

男女共同参画推
進条例

　市が実施する男女共同参画の推進に関する施策等
に対する苦情の申出について、事務を適切かつ迅速
に処理する。

3人以内
　人格が高潔で、男女共同参画の推進に関
し優れた識見を有する者（一人以上は法律
に関し学識経験を有する者）

男女共同参画推
進条例

　市長の諮問に応じ、男女共同参画の推進に関する
基本的かつ総合的な施策及び重要事項について調査
審議する。

10人以内

⑴　市政に関心を持つ市民
⑵　各種団体の代表者 
⑶　学識経験者
⑷　関係行政機関の職員

環境基本法第44
条／環境審議会
条例

　市長の諮問に応じ、環境の保全に関する基本的事
項等について、調査審議する。

12人以内

⑴　環境行政に関心を持つ市民
⑵　各種団体の代表者
⑶　学識経験者
⑷　関係行政機関の職員

廃棄物処理運営審議
会

廃棄物処理運営
審議会条例

　市長の諮問に応じ、廃棄物処理に関する重要事項
について調査審議する。 10人以内

⑴　廃棄物行政に関心を持つ市民
⑵　各種団体の代表者 
⑶　学識経験者
⑷　関係行政機関の職員

障がい者等の介護給
付費等の支給に関す
る審査会

障害者総合支援
法第15条／障が
い者等の介護給
付費等の支給に
関する審査会の
委員の定数を定
める条例

厚生労働大臣が定める基準に従い、当該審査及び判
定に係る障害者について、障害程度区分に関する審
査及び判定を行う。

12人以内 　障がい者等の保健又は福祉に関する学識
経験を有する者

　市長の諮問に応じ、介護保険の運営に関する重要
な事項について調査審議する。 20人以内

⑴　被保険者
⑵　保健医療関係者又は福祉関係者
⑶　学識経験者
⑷　被用者保険等保険者の代表者
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№ 附属機関名 所管部署 設置根拠 設置目的 委員構成

会議の公開
委員
定数

会議録の公開
（会議要旨含む）

公開し
ている

案件に
より公
開して
いる

公開し
ていな
い

公開し
ている

案件に
より公
開して
いる

公開し
ていな

い

17 高齢福祉課 1 1

18 子ども・子育て会議 こども家庭課 1 1

19 国保年金課 1 1

20 健康増進課 1 1

21 健康増進課 1 1

22 観光審議会 観光課 観光振興条例 1 1

25 商工審議会 商工課 1 1

老人ホーム入所判定
委員会

老人福祉法第5
条の3／老人
ホーム入所判定
委員会条例

⑴老人ホームへの入所を希望する者に係る入所措置
の要否の判定に関すること。
⑵老人ホームに入所している者に係る入所措置の継
続の要否の判定に関すること。
⑶前2号に掲げる事項に関する市の処分に対する行
政不服審査法の規定に基づく不服申立ての審査に関
すること。

6人以内

⑴　医師
⑵　養護老人ホーム又は特別養護老人ホー
ムの施設長
⑶　福島県会津保健所長

子ども・子育て
支援法第77条第
１項／会津若松
市子ども・子育
て会議条例

子どもや子育て家庭の支援に関する施策の総合的か
つ計画的な推進に関する事項について調査審議す
る。

20人以内

(1)　子どもの保護者
(2)　事業主を代表する者
(3)　労働者を代表する者
(4)　子ども・子育て支援に関する事業に従
事する者
(5)　子ども・子育て支援に関し学識経験の
ある者
(6)　関係行政機関の職員
(7)　子ども・子育て支援に関心を持つ市民
(8)　前各号に掲げる者のほか、市長が必要
と認める者

国民健康保険運営協
議会

国民健康保険法
／国民健康保険
条例

国民健康保険事業の運営に関する重要事項を審議す
る。 17人以内

　被保険者を代表する委員、保険医又は保
険薬剤師を代表する委員及び公益を代表す
る委員各同数、被用者保険等保険者を代表
する委員

健康づくり推進協議
会

健康づくり推進
協議会条例

　市長の諮問に応じ、市民の健康づくりの推進に関
する事項について調査審議する。 19人以内

⑴　各種団体の代表者
⑵　保健医療関係団体の代表者
⑶　関係行政機関の職員

簡易水道事業経営審
議会

簡易水道事業経
営審議会条例

　市長の諮問に応じ、簡易水道事業の経営に係る必
要な事項について調査審議し、その結果を答申す
る。

10人以内
⑴　簡易水道施設の使用者
⑵　学識経験者
⑶　その他市長が必要と認める者

　市長の諮問に応じ、観光の振興に関する事項を調
査審議する。

10人以内
⑴　各種団体の代表者
⑵　観光関係団体の代表者
⑶　学識経験者

会津若松市商工
審議会条例

本市の商工行政の円滑な運営を図るため、市長の諮
問に応じ、次に掲げる事項について調査審議し、そ
の結果を答申する。
(1)　中小企業の振興に関する事項
(2)　企業立地の促進に関する事項
(3)　その他商工業の振興に関する事項

10人以内 (1)　商工関係団体の代表者
(2)　学識経験者
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№ 附属機関名 所管部署 設置根拠 設置目的 委員構成

会議の公開
委員
定数

会議録の公開
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公開し
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案件に
より公
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26 農政審議会 農政課 農政審議会条例 1 1

27 農政課 1 1

28 都市計画審議会 都市計画課 1 1

29 景観審議会 都市計画課 景観条例 1 1

32 空家等対策協議会 建築住宅課 1 1

33 青少年問題協議会 教育総務課 1 1

34 教育総務課 　少年センターの円滑な運営を図ること。 1 1

　市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査
審議する。
⑴食料、農業及び農村に関する基本計画に関するこ
と。
⑵農業振興地域整備計画に関すること。
⑶その他市長が必要と認める事項

14人以内

⑴　農業関係団体の代表者
⑵　学識経験者
⑶　農業委員会委員
⑷　その他市長が必要と認める者

公設地方卸売市場運
営協議会

公設地方卸売市
場条例

　市場の適正かつ円滑な運営を図るため、次の事項
について協議し、市長にその意見を提出する。
⑴　市場の管理及び運営に関すること。
⑵　市場における公正かつ効率的な売買取引の確保
に関すること。
⑶　この条例の重要な事項の改正に関すること。
⑷　その他重要事項に関すること。

13人以内

⑴　消費者
⑵　生産者
⑶　市場関係事業者
⑷　学識経験者

都市計画法第77
条の２第1項／
都市計画審議会
条例

　市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について審議
する。
⑴　本市が定める都市計画に関すること。
⑵　都市計画について本市が提出する意見に関する
こと。
⑶　その他市長が都市計画上必要と認める事項に関
すること。

13人以内

⑴　都市計画行政に関心を持つ市民
⑵　市議会議員
⑶　学識経験者
⑷　関係行政機関の職員

　市長の諮問に応じ、景観の形成に関する事項を調
査審議する。 15人以内

⑴　景観行政に関心を持つ市民
⑵　各種団体の代表者
⑶　学識経験者
⑷　関係行政機関の職員

空家等対策の推
進に関する特別
措置法第7条／
空家等対策協議
会設置要綱

空家等対策計画の策定及び空家等に関する諸問題に
ついて協議し、空家等対策の各種事業を推進する。 20人以内

⑴　市長
⑵　地域住民
⑶　学識経験者
⑷　市長が必要と認める者

地方青少年問題
協議会法第１条
／青少年問題協
議会設置条例

　青少年の指導、育成、保護及び矯正に関する総合
的施策の樹立につき必要な重要事項を調査審議する
こと。
　青少年の指導、育成、保護及び矯正に関する総合
的施策の適切な実施を期するために必要な関係行政
機関相互の連絡調整を図ること。

12人以内
⑴　市議会議員
⑵　学識経験者　
⑶　関係行政機関の職員

少年センター運営協
議会

少年センター条
例 10人

⑴　学識経験者
⑵　関係行政機関の職員
⑶　市教育委員会教育長
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36 教育支援委員会 学校教育課 1 1

37 学校教育課 学識経験者その他適当と認める者 1 1

38 文化財保護審議会 文化スポーツ課 文化財保護条例 1 1

39 文化スポーツ課 学識経験者 1 1

40 スポーツ推進審議会 文化スポーツ課 1 1

41 会津図書館協議会 1 1

42 公民館運営審議会 1 1

教育支援委員会
条例

教育上特別な配慮を要する幼児、児童及び生徒の教
育の充実を図ること。 10人以内

⑴　学識経験者
⑵　医師
⑶　特別支援教育関係の教職員
⑷　関係行政機関の職員
⑸　その他教育委員会が必要と認めた者

あいづっこをいじめ
から守る委員会

いじめ防止等に
関する条例第22
条／あいづっこ
をいじめから守
る委員会規則

教育委員会の諮問に応じ、次の事項について調査審
議し、その結果を答申する。
⑴　いじめ防止等のための対策のあり方及びその実
効性を高めるための調査研究に関すこと。
⑵　重大事態が市立学校に発生した場合における、
事実の確認及び調査に関すること。
⑶　その他いじめから守る委員会の設置の目的を達
成するために必要な事項に関すること。

5人

　教育委員会の諮問に応じ、市内に存する文化財の
保存及び活用に関する重要事項について調査審議す
る。

12人以内

⑴　文化財の保存及び活用に関し学識経験
のある者
⑵　関係行政機関の職員のうちから教育委
員会が委嘱する委員

郷土研究奨励金審査
委員会

郷土研究奨励金
審査委員会条例

　市長の諮問に応じ、奨励金の対象とする郷土の研
究について調査する。

7人以内

スポーツ基本法
／スポーツ振興
審議会条例

　教育委員会の諮問に応じてスポーツの振興に関す
る次に掲げる事項について調査審議する。
⑴　スポーツ施設及び設備の整備に関すること。
⑵　スポーツの指導者の養成及び資質の向上に関す
ること。
⑶　スポーツの事業の実施及び奨励に関すること。
⑷　スポーツの団体の育成に関すること。
⑸　スポーツによる事故の防止に関すること。
⑹　スポーツの技術水準の向上に関すること。
⑺　その他スポーツの振興に関すること。

10人以内 ⑴　学識経験者
⑵　関係行政機関の職員 

生涯学習総合セン
ター

会津若松市立会
津図書館条例

　図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるととも
に、図書館の行う図書館奉仕につき、館長に対し意
見を述べる。

10人以内
⑴　学校教育及び社会教育の関係者
⑵　家庭教育の向上に資する活動を行う者
⑶　学識経験者

生涯学習総合セン
ター

社会教育法第29
条第1項／公民
館条例

公民館における各種の事業の企画実施につき調査審
議する。 16人以内

⑴　学校教育及び社会教育の関係者
⑵　家庭教育の向上に資する活動を行う者
⑶　学識経験者
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43 社会教育委員の会議 1 1

44 1 1

合計（機関） 11 6 17 13 3 18

割合（％） 32.4 17.6 50.0 38.2 8.8 52.9

生涯学習総合セン
ター

社会教育委員条
例

①社会教育に関し教育長を経て教育委員会に助言す
る
②教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見
を述べる
③教育委員会から委嘱を受けた青少年教育に関する
特定の事項について、社会教育関係団体、社会教育
指導者その他関係者に対し、助言と指導を与えるこ
とができる。

10人以内
⑴　学校教育及び社会教育の関係者
⑵　家庭教育の向上に資する活動を行う者
⑶　学識経験者

上下水道事業経営審
議会

上下水道局総務
課

上下水道事業経
営審議会条例

　市長の諮問に応じ、上下水道事業の経営に係る必
要な事項について調査審議し、その結果を答申す
る。

12人以内

⑴　水道並びに下水道、農業集落排水処理
施設及び個別生活排水処理施設の使用者
⑵　学識経験者
⑶　その他市長が必要と認める者
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